
の海外相場

Open
High
Low

Settlement
Change

EFP 0.60 - 0.65 0.750 - 1.250 0.90 - 1.50 -7.50 - -7.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前 59.9 予58.9 前23.4万人 予20.0万人 前20.0万人 予20.5万人

前 4.1% 予 4.0%

前 0.5% 予 1.0% 前0.1%

前1.59 予1.60

前 2.7% 予 2.7%

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

JP:黒田総裁定例記者会見

EU:10-12月期 GDP(確定値)

JP:日銀 政策金利発表

EU：欧州中央銀行政策金利

EU:ドラギECB総裁 定例記者会見

2月非農業部門雇用者数変化2月ISM非製造業景況指数（総合）

2月失業率

JP:10-12月期GDP

3月8日

USA

2018年3月9日

958.0946.8
952.3
-0.9 

965.6
6.6

Source: LBMA/LPPM

PM

954.00

985.00

1,321.00

COMEX/NYMEX ($) Gold (Apr) Silver (May) Platinum (Apr) Palladium (Jun)

0.006

16.505
16.575

Asia

-5.9 

Mon Tue

16.480

LBMA/LPPM Fixing ($)

3月5日

970.00

949.00

          コメント

Thu FriWed

Precious Metals：

ゴールド・シルバーは下落、プラチナは横ばい、パラジウムは上昇した。欧州時間は欧州中央銀行（ECB）のドラギ総裁の会見内容が予想されて
いたほどタカ派でなかった事を受けてユーロ安・ドル高基調となり、貴金属は全体的に弱含んだ。米国時間に入り、鉄鋼などへの輸入関税導入を
巡るトランプ米大統領の発言から貿易戦争への懸念が和らいだ事を受けて、米国株式につられる形でプラチナやパラジウムは一時上昇したが、

直後に米国株式が値を下げた事で下落し、プラチナは1/4以来の安値となる$946.01/ozを記録した。米国時間中盤以降は米国株式が堅調に推移

する中でプラチナ・パラジウムも堅調に推移し、プラチナはほぼ横ばい、パラジウムは上昇となった。

FX：

ドルは対ユーロで上昇した。ECBのドラギ総裁が量的金融緩和は少なくとも9月末まで継続し、その後も政策金利は一定期間据え置くとの見解を

示した事を受けて、市場はハト派と捉えてユーロ売り・ドル買いが進んだ。米ドル/円終値は106.21、ユーロ/ドル終値は1.2314。

16.500

954.1

Europe

1,329.8
1,326.2

1,321.7

AM

1,325.40

 Fixing Prices

2月ADP雇用統計

962.1
983.9960.1

1,319.6

386.1

-68.4 

394.9 1,090.5

467.229.9 2,166.6

10.0

72.3 2,372.9

3,463.4

-126.3 

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

16.430

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

1,780.5

-330.8 

2018/2/27

-2.6 

20.0

Gold (Moz)

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。  

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目

的としており、弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。 


